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刈谷知立地域 循環型社会形成推進地域計画 

 

刈   谷   市 

知   立   市 

刈谷知立環境組合 

 

 

１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

 

(1)  対象地域 

構成市町村名 刈谷市及び知立市 

面    積 66.79 km2（刈谷市 50.45 km2、知立市 16.34 km2） 

人    口 215,229人（刈谷市 145,794 人、知立市 69,435人、 

平成 22年 10 月 1日現在） 

 

 

(2)  計画期間 

本計画は、平成 23年 4月 1日から平成 28年 3月 31日までの 5年間を計画期間とする。 

なお、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すもの

とする。 

 

(3) 基本的な方向 

刈谷知立地域は、愛知県のほぼ中央、名古屋の 25 キロメートル圏内に位置し、ＪＲ東海道

新幹線、東海道本線及び名鉄名古屋本線、三河線の鉄道路線に加え、伊勢湾岸自動車道（第二

東名）を始め国道 1 号、国道 23 号等の広域幹線道路の通る交通に恵まれた地域で、自動車関

連産業を中心とする第二次産業が発展している地域である。 

市民、事業者、市が協働し、廃棄物の発生･排出の抑制、資源化の促進やエネルギーの有効

利用といった循環型社会の形成推進を目指し、刈谷市は平成 20 年度に「刈谷市一般廃棄物処

理基本計画」を作成し、また、知立市も平成 22 年度末に向けて一般廃棄物処理基本計画を見

直し中である。 

平成 21 年度からは、刈谷知立環境組合クリーンセンター（以下「クリーンセンター」とい

う。）において昭和 61 年度から平成 20年度まで約 23年間稼働を続けてきた旧焼却施設に代わ

り、同地にて平成 17 年度から平成 20 年度に掛けて整備された新焼却施設の供用が開始され、

焼却灰の溶融や余熱による発電等、更なる資源循環を図っている。 

また、生活排水対策については、公共下水道整備が当面見込めない区域について水環境の保

全を図るため、合併処理浄化槽の設置整備を進める。 
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２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

 

(1) 一般廃棄物等の処理の現状 

平成 21年度の一般廃棄物の排出、処理状況は図１－１～図１－３のとおりである。 

総排出量は、集団回収量も含め、77,979 トンであり、再生利用される「総資源化量」は

13,808トン、リサイクル率（＝(直接資源化量＋中間処理後の再生利用量＋集団回収量)／（ご

みの総処理量＋集団回収量））は 17.7％である。 

中間処理による減量化量は 57,147トンであり、集団回収量を除いた排出量のおおむね77％

が減量化されている。また、集団回収量を除いた排出量の 9.3％に当たる 6,935 トンが埋め

立てられている。 

なお、中間処理量のうち、焼却量は 63,687 トンである（破砕処理等一次処理後の焼却量

を含む）。焼却施設では焼却余熱を利用した発電を実施し、灰溶融炉熱源やプラント機器動

力等として自家消費し、余剰電力は外部へ売電している。また蒸気･温水の場内利用や、隣

接する余熱利用施設（温水プール）への熱供給を行っている。 

 

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量
7,175t 3,083t
9.7% 処理残渣量 4.1%

7,566t
中間処理量 10.1% 処理後最終処分量

排出量 計画処理量 64,713t （内焼却残渣） 4,483t
74,429t 86.9% 5,690t 6.0%
100% （内焼却処理） 7.6%

63,687t
自家処理量 85.6% 減量化量

57,147t
直接最終処分量 76.8% 最終処分量

2,452t 6,935t
3.3% 9.3%

委託処理量
89t
0.1%

74,429t

0t

3,550t 13,808t

 

図１―１ 刈谷知立地域 一般廃棄物の処理状況フロー(平成 21年度) 
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集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量
5,233t 1,997t
10.1% 処理残渣量 3.9%

5,092t
中間処理量 9.9% 処理後最終処分量

排出量 計画処理量 44,699t （内焼却残渣） 3,095t
51,518t 86.8% 3,944t 6.0%
100% （内焼却処理） 7.7%

44,140t
自家処理量 85.7% 減量化量

39,607t
直接最終処分量 76.9% 最終処分量

1,520t 4,615t
3.0% 9.0%

委託処理量
66t
0.1%

3,087t 10,317t

51,518t

0t

 

図１―２ 刈谷市 一般廃棄物の処理状況フロー(平成 21年度) 

 

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量
1,942t 1,086t
8.5% 処理残渣量 4.7%

2,474t
中間処理量 10.8% 処理後最終処分量

排出量 計画処理量 20,014t （内焼却残渣） 1,388t
22,911t 87.4% 1,746t 6.1%
100% （内焼却処理） 7.6%

19,547t
自家処理量 85.3% 減量化量

17,540t
直接最終処分量 76.6% 最終処分量

932t 2,320t
4.0% 10.1%

委託処理量
23t
0.1%

463t 3,491t

22,911t

0t

 

図１―３ 知立市 一般廃棄物の処理状況フロー(平成 21年度) 
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(2) 生活排水の処理の現状 

平成 21年度の生活排水の処理状況及びし尿･汚泥等の排出量は次の通りである。 

生活排水処理対象人口は、全体で 214,627人であり、水洗化人口は 167,866 人、汚水衛生

処理率 78.2％である。 

し尿発生量は 3,704 kl/年、浄化槽汚泥発生量は 47,885 kl/年であり、処理･処分量（＝

収集･運搬量）は 51,589 kl/年である。 

 

130,426 人( 60.8 %)

172,297 人( 80.3 %) 0 人( 0.0 %)

214,627 人( 100 %) 41,871 人( 19.5 %) 47,885  kl/年

36,630 人( 17.0 %)
42,330 人( 19.7 %)

5,700 人( 2.7 %) 3,215  kl/年

総人口 浄化槽汚泥発生量

し尿発生量

単独処理浄化槽

非水洗化人口

処理人口

未処理人口

公共下水道

集落排水施設等

合併処理浄化槽

 

図２―１ 刈谷知立地域 生活排水の処理状況フロー(平成 21年度) 

 

97,481 人( 67.1 %)

131,162 人( 90.3 %) 0 人( 0.0 %)

145,245 人( 100 %) 33,681 人( 23.2 %) 27,406  kl/年

11,082 人( 7.6 %)
14,083 人( 9.7 %)

3,001 人( 2.1 %) 1,527  kl/年

公共下水道

処理人口 集落排水施設等

総人口 合併処理浄化槽 浄化槽汚泥発生量

単独処理浄化槽
未処理人口

非水洗化人口 し尿発生量

 

図２―２ 刈谷市 生活排水の処理状況フロー(平成 21年度) 

 

32,945 人( 47.5 %)

41,135 人( 59.3 %) 0 人( 0.0 %)

69,382 人( 100 %) 8,190 人( 11.8 %) 20,479  kl/年

25,548 人( 36.8 %)
28,247 人( 40.7 %)

2,699 人( 3.9 %) 1,688  kl/年

浄化槽汚泥発生量

単独処理浄化槽
未処理人口

非水洗化人口 し尿発生量

公共下水道

処理人口 集落排水施設等

総人口 合併処理浄化槽

 

図２―３ 知立市 生活排水の処理状況フロー(平成 21年度) 
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(3) 一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１

－１～表１－３のとおり目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいく。 

 

表１―１ 刈谷知立地域 減量化、再生利用に関する現状と目標 

人 口 214,627 人 224,250 人 4.5%

事 業 所 数 7,810 事務所 7,762 事務所 -0.6%

事業系 総排出量 20,453 トン 16,913 トン -17.3%

　うち焼却量 19,836 トン 15,971 トン -19.5%

１事業所あたりの排出量※2 2,618.8 kg/事務所 2,178.9 kg/事務所 -16.8%

　うち焼却量 2,539.8 kg/事務所 2,057.5 kg/事務所 -19.0%

家庭系 総排出量 53,976 トン 53,443 トン -1.0%

　うち焼却量 42,193 トン 36,101 トン -14.4%

１人当たりの排出量※3 218.1 kg/人 173.0 kg/人 -20.7%

　うち焼却量 196.6 kg/人 161.0 kg/人 -18.1%

合　計 事業系家庭系排出量合計 74,429 トン 70,356 トン -5.5%

　うち焼却量［破砕可燃物含む］ 63,687 トン 52,831 トン -17.0%

１人当たりの合計排出量※4 313.4 kg/人 248.4 kg/人 -20.7%

　うち焼却量［破砕可燃物含む］ 296.7 kg/人 235.6 kg/人 -20.6%

7,175 トン 9.7% 14,658 トン 20.9%

13,808 トン 18.6% 24,561 トン 34.9%

熱 回 収 量 26,057 MWh 21,615 MWh

減 量 化 量 57,147 トン 76.8% 47,284 トン 67.2%

最終処分量 6,935 トン 9.3% 3,758 トン 5.3%

再生利用量

熱回収量（年間の発電電力量）

中間処理による減量化量

総資源化量

埋立最終処分量

直接資源化量

（平成21年度）
指　標・単　位

（平成28年度）

�

排 出 量

目標（割合※1）現状（割合※1）

(    　)

( 　   )

(  　  )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )  

 

表１―２ 刈谷市 減量化、再生利用に関する現状と目標 

人 口 145,245 人 154,095 人 6.1%

事 業 所 数 5,498 事務所 5,499 事務所 0.0%

事業系 総排出量 14,331 トン 11,470 トン -20.0%

　うち焼却量 14,118 トン 10,841 トン -23.2%

１事業所あたりの排出量※2 2,606.6 kg/事務所 2,085.8 kg/事務所 -20.0%

　うち焼却量 2,567.8 kg/事務所 1,971.4 kg/事務所 -23.2%

家庭系 総排出量 37,187 トン 36,999 トン -0.5%

　うち焼却量 29,014 トン 23,284 トン -19.7%

１人当たりの排出量※3 220.0 kg/人 159.5 kg/人 -27.5%

　うち焼却量 199.8 kg/人 151.1 kg/人 -24.4%

合　計 事業系家庭系排出量合計 51,518 トン 48,469 トン -5.9%

　うち焼却量［破砕可燃物含む］ 44,140 トン 34,502 トン -21.8%

１人当たりの合計排出量※4 318.7 kg/人 233.9 kg/人 -26.6%

　うち焼却量［破砕可燃物含む］ 303.9 kg/人 223.9 kg/人 -26.3%

5,233 トン 10.1% 12,420 トン 25.7%

10,317 トン 20.0% 19,347 トン 39.9%

熱 回 収 量 18,060 MWh 14,116 MWh

減 量 化 量 39,607 トン 76.9% 30,880 トン 63.7%

最終処分量 4,615 トン 9.0% 2,254 トン 4.6%

指　標・単　位
現状（割合※1） 目標（割合※1）

（平成21年度） （平成28年度）

�

排 出 量

直接資源化量

総資源化量

熱回収量（年間の発電電力量）

再生利用量

中間処理による減量化量

埋立最終処分量

(    　)

( 　   )

(  　  )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )  
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表１―３ 知立市 減量化、再生利用に関する現状と目標 

人 口 69,382 人 70,155 人 1.1%

事 業 所 数 2,312 事務所 2,263 事務所 -2.1%

事業系 総排出量 6,122 トン 5,443 トン -11.1%

　うち焼却量 5,718 トン 5,130 トン -10.3%

１事業所あたりの排出量※2 2,647.9 kg/事務所 2,405.2 kg/事務所 -9.2%

　うち焼却量 2,473.2 kg/事務所 2,266.9 kg/事務所 -8.3%

家庭系 総排出量 16,789 トン 16,444 トン -2.1%

　うち焼却量 13,179 トン 12,817 トン -2.7%

１人当たりの排出量※3 214.0 kg/人 202.5 kg/人 -5.4%

　うち焼却量 189.9 kg/人 182.7 kg/人 -3.8%

合　計 事業系家庭系排出量合計 22,911 トン 21,887 トン -4.5%

　うち焼却量［破砕可燃物含む］ 19,547 トン 18,329 トン -6.2%

１人当たりの合計排出量※4 302.2 kg/人 280.1 kg/人 -7.3%

　うち焼却量［破砕可燃物含む］ 281.7 kg/人 261.3 kg/人 -7.2%

1,942 トン 8.5% 2,238 トン 10.2%

3,491 トン 15.2% 5,214 トン 23.8%

熱 回 収 量 7,997 MWh 7,499 MWh

減 量 化 量 17,540 トン 76.6% 16,404 トン 74.9%

最終処分量 2,320 トン 10.1% 1,504 トン 6.9%

再生利用量

現状（割合※1） 目標（割合※1）

（平成21年度） （平成28年度）

埋立最終処分量

�

排 出 量

直接資源化量

中間処理による減量化量

総資源化量

熱回収量（年間の発電電力量）

指　標・単　位

(    　)

( 　   )

(  　  )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )

( 　   )  

   ※１ 排出量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合 

   ※２ （１事業所当たりの排出量）＝｛（事業系ごみの総排出量）－（事業系ごみの資源ごみ量）｝／（事業所数） 

   ※３ （１人当たりの排出量）＝｛（家庭系ごみの総排出量）－（家庭系ごみの資源ごみ量）｝／（人口） 

   ※４ （１人当たりの排出量）＝｛（事業系家庭系総排出量合計）－（直接資源化量）｝／（人口） 

   《指標の定義》 

    排 出 量：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く。）〔単位：トン〕 

    再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和〔単位：トン〕 

    熱回収量：熱回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕 

    減量化量：中間処理量と処理後の残渣量の差〔単位：トン〕 

    最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕 
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集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量
14,658t 4,573t
20.9% 処理残渣量 6.5%

6,680t
中間処理量 9.5% 処理後最終残渣量

排出量 計画処理量 53,964t （内焼却残渣） 2,107t
70,356t 76.7% 4,602t 3.0%
100% （内焼却処理） 6.5%

52,831t
自家処理量 75.1% 減量化量

47,284t
直接最終処分量 67.2% 最終処分量

1,651t 3,758t
2.3% 5.3%

委託処理量
83t
0.1%

5,330t 24,561t

70,356

0t

�

 

図３―１ 刈谷知立地域 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー(平成 28年度) 

 

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量
12,420t 2,853t
25.7% 処理残渣量 5.9%

4,173t
中間処理量 8.6% 処理後最終残渣量

排出量 計画処理量 35,053t （内焼却残渣） 1,320t
48,469t 72.3% 3,005t 2.7%
100% （内焼却処理） 6.2%

34,502t
自家処理量 71.2% 減量化量

30,880t
直接最終処分量 63.7% 最終処分量

934t 2,254t
1.9% 4.6%

委託処理量
62t
0.1%

4,074t 19,347t

48,469
�

0t

 

図３―２ 刈谷市 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー(平成 28年度) 
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集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量
2,238t 1,720t
10.2% 処理残渣量 7.9%

2,507t
中間処理量 11.5% 処理後最終残渣量

排出量 計画処理量 18,911t （内焼却残渣） 787t
21,887t 86.4% 1,597t 3.6%
100% （内焼却処理） 7.3%

18,329t
自家処理量 83.7% 減量化量

16,404t
直接最終処分量 74.9% 最終処分量

717t 1,504t
3.3% 6.9%

委託処理量
21t
0.1%

0t

1,256t 5,214t

21,887
�

t

 

図３―３ 知立市 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー(平成 28年度) 

 

目標値設定の要点 

下記の刈谷市並びに知立市一般廃棄物処理基本計画を基に、平成 28 年度目標を定めた。 

一般廃棄物処理基本計画の数値目標 

刈谷市 家庭系ごみ 

・ 資源ごみ以外の家庭ごみ（燃やせるごみ･燃やせないごみ･粗大

ごみ等）については、一人一日あたり排出量について、平成 25

年度において平成 19 年度実績値より 25％、平成 35年度におい

て 50％削減する。 

・ 資源ごみについては、一人一日あたり排出量について、平成 25

年度において、平成 19 年度実績値より 126％、平成 35 年度に

おいて 189％増加する。 

      事業系ごみ 

・ 排出量について、平成 25 年度において平成 19 年度実績値より

25％、平成 35 年度において 50％削減する。 

知立市 家庭系ごみ 

・ 資源ごみ以外の家庭ごみ（燃やせるごみ･燃やせないごみ･粗大

ごみ等）については、一人一日あたり排出量について、平成 28

年度において平成 12 年度実績値（燃やせるごみについては平成

21年度実績値）より 3.8％削減する。 

・ 資源ごみについては、一人一日あたり排出量について、平成 28

年度において、平成 21年度実績値より 14％増加する。 

      事業系ごみ 

・ 排出量について、平成 28 年度において平成 12 年度実績値（粗

大ごみについては平成 21年度実績値）より 3.8％削減する。 
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(4) 生活排水処理の目標 

生活排水処理については、表２－１～表２－３に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整

備等を進めていく。 

 

表２―１ 刈谷知立地域 生活排水処理に関する現状と目標 

公共下水道 130,426 人( 60.8 %) 155,449 人( 69.4 %)

農業集落排水施設等 0 人( 0.0 %) 0 人( 0.0 %)

合併処理浄化槽 41,871 人( 19.5 %) 42,904 人( 19.1 %)

未処理人口 42,330 人( 19.7 %) 25,897 人( 11.5 %)

合計 214,627 人 224,250 人

汲み取りし尿量 3,215 2,449

浄化槽汚泥量 47,885 40,372

合計 51,100 42,821

�

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
･

汚
泥
の
量

平成28年度目標平成21年度実績

キロリットル

キロリットル

キロリットル

キロリットル

キロリットル

キロリットル

 
 

表２―２ 刈谷市 生活排水処理に関する現状と目標 

公共下水道 97,481 人( 67.1 %) 116,465 人( 75.6 %)

農業集落排水施設等 0 人( 0.0 %) 0 人( 0.0 %)

合併処理浄化槽 33,681 人( 23.2 %) 31,044 人( 20.1 %)

未処理人口 14,083 人( 9.7 %) 6,586 人( 4.3 %)

合計 145,245 人 154,095 人

汲み取りし尿量 1,527 1,492

浄化槽汚泥量 27,406 21,540

合計 28,933 23,032

し
尿
･

汚
泥
の
量

キロリットル キロリットル

キロリットル キロリットル

キロリットル キロリットル

� 平成21年度実績 平成28年度目標

処
理
形
態
別
人
口

 
 

表２―３ 知立市 生活排水処理に関する現状と目標 

公共下水道 32,945 人( 47.5 %) 38,984 人( 55.6 %)

農業集落排水施設等 0 人( 0.0 %) 0 人( 0.0 %)

合併処理浄化槽 8,190 人( 11.8 %) 11,860 人( 16.9 %)

未処理人口 28,247 人( 40.7 %) 19,311 人( 27.5 %)

合計 69,382 人 70,155 人

汲み取りし尿量 1,688 957

浄化槽汚泥量 20,479 18,832

合計 22,167 19,789

し
尿
･

汚
泥
の
量

キロリットル キロリットル

キロリットル キロリットル

キロリットル キロリットル

� 平成21年度実績 平成28年度目標

処
理
形
態
別
人
口
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３ 施策の内容 

 

(1) 発生抑制、再使用の推進 

 ア 普及啓発、環境教育、助成 

ごみの分別収集やリサイクルに関する普及啓発用のチラシ･冊子を幅広く配布し、市民一

人ひとりのごみ分別意識を高めるとともに、レジ袋削減･マイバッグ推進など企業との連携

を図りながら、ごみを出さない行動を定着させ、ごみの減量化を促進する。 

また、市民行動の日として刈谷市では５３０運動、知立市では７万人クリーンサンデー等

のごみに対する市民意識の向上を図るイベントの実施や、施設見学会といった数々の啓発事

業を実施しており、今後もこれらの事業を随時見直しつつ拡大継続し、市民意識の向上を促

していく。 

クリーンセンターに併設されたリサイクルプラザでは、市民が持ち寄った不要品及び再生

補修家具のリサイクルショップによる展示販売を通じ、リユース･リサイクルの体験の場を

提供していく。 

自主的に資源回収活動を行っている市民団体に対する報償金交付制度は、必要に応じて見

直しを図りながら継続し、より一層の資源回収の推進を図る。 

 

 イ 排出者責任の明確化 

家庭系ごみについて、排出ルールを明確化することで資源、ごみの分別の徹底を進めると

ともに、排出マナーとごみに対する意識の向上を促していく。 

事業系ごみについて、クリーンセンターでごみの搬入検査及び指導や広報等を通じた情報

提供を行い、資源分別の徹底及び不適物の排除を進めていく。 

 

 ウ 処理手数料の適正化 

家庭系ごみについて、現在刈谷市及び知立市では指定袋(有料)による収集を行っている。

なお、知立市においては、指定袋を媒体に収集運搬料金の一部を徴収している。 

今後は排出抑制と、より一層の費用負担の公平性確保のため、家庭系ごみについても料金

徴収方法、手数料単価について検討を行った上で、刈谷知立地域全体で有料化を含めて検討

を進めていく。 

事業系ごみについては、収集に出せるごみ量や処理手数料等の収集･処理に係る制度面の

見直しを進めていく。 

 

 エ 生活排水対策 

家庭及び事業者から排出される汚濁負荷量の削減のため、次の啓発活動の強化を図る。 

・単独処理浄化槽または汲み取りから合併処理浄化槽への転換を推進 

・公共用水域の水質汚濁防止のための生活排水対策の啓発や河川美化活動の推進 

・リーフレットの作成 

・広報やホームページによるＰＲ 
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◇ 排出されるごみや資源の性状の変化、各種法令の改正等により、適正に分別収集区

分を見直していく。 

◇ 事業系一般廃棄物の処理手数料の改定や、排出抑制･資源化の強化を図っていく。 

◇ 資源ストックヤードを整備し、マテリアルリサイクル･サーマルリサイクルを進める。 

◇ 下水道計画区域外については合併処理浄化槽の整備や、単独処理浄化槽から合併処

理浄化槽への転換を進めていく。 

(2) 処理体制 

 ア 家庭系ごみの処理体制の現状と今後 

   分別区分及び処理方法については、表３のとおりである。 

   今後は、刈谷市及び知立市における硬質プラスチックの焼却処理に向けた分別区分の変更

の検討など、排出されるごみや資源の性状の変化、各種法令の改正等に合わせて、適正な分

別収集区分の見直しを検討する。 

 

 イ 事業系一般廃棄物の処理体制の現状と今後 

   現在、許可業者搬入･直接搬入による事業系一般廃棄物の受け入れを行っている。大量に

事業系一般廃棄物を排出する事業者に対しては、事業場における指導や資源の分別、処理手

数料の改定といった、排出抑制･資源化の促進の強化を図っていく。 

 

 ウ 廃棄物資源化の現状と今後 

現在、クリーンセンター場内の数箇所の空きスペースにおいて資源物等の一時保管を行っ

ているが、取り立てて整備された場所ではないため、風雨や土砂等による劣化･汚れを招き、

また場所が分かれているため搬出入動線が錯綜し、特に自己搬入する一般市民の車両の誘導

に問題が発生している。 

そこで良質かつ安全･安心な資源化を推進するため、廃炉となっている旧焼却施設を解体

し、その跡地に金属類、自転車、家具等の資源物を集積する資源ストックヤードを整備する。 

   不燃ごみとして埋立処理している硬質プラスチック類については、サーマルリサイクルと

最終処分量の低減を図るため、焼却処理への移行を検討する。 

   可燃物の焼却残渣については溶融処理し、溶融スラグとして資源化を行っている。平成 20

年度に整備されたストックヤード等を活用し、建築資材等への再利用を進める。 

 

 エ 生活排水処理の現状と今後 

   生活排水の処理については、公共下水道の整備を基本とするが、下水道計画区域外につい

ては合併処理浄化槽の整備や、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換を進めていく。 

 

 オ 今後の処理体制の要点 

 



12 

分
別

区
分

処
理

方
法

処
理

施
設

等
処

理
実

績
(
ト

ン
)

処
理

方
法

処
理

施
設

等
処

理
実

績
(
ト

ン
)

一
次

処
理

二
次

処
理

可
燃

ご
み

焼 却

( 熱 回 収 )

発
電

刈
谷

知
立

環
境

組
合

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

(
飛

灰
処

理
物

、
 
溶

融
不

適
物

)
最

終
処

分
場

3
6
,
1
0
1
可

燃
ご

み

紙
製

容
器

包
装

再
資

源
化

(
売

却
)

紙
製

容
器

包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
容

器
包

装
(
指

定
法

人
委

託
)

(
指

定
法

人
委

託
)

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
容

器
包

装
再

資
源

化
(
指

定
法

人
委

託
)

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
容

器
包

装

紙
製

容
器

包
装

(
委

託
処

理
)

飲
料

用
ガ

ラ
ス

び
ん

(
売

却
)

ガ
ラ

ス
び

ん
再

資
源

化
(
売

却
)

ガ
ラ

ス
び

ん

空
き

ビ
ン

(
委

託
処

理
)

ア
ル

ミ
缶

(
売

却
)

ア
ル

ミ
缶

再
資

源
化

(
売

却
)

ア
ル

ミ
缶

ア
ル

ミ
缶

(
売

却
)

ス
チ

ー
ル

缶
(
売

却
)

ス
チ

ー
ル

缶
･
金

属
類

再
資

源
化

(
売

却
)

空
き

缶
金

属
類

空
き

缶
金

属
類

(
売

却
)

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

(
指

定
法

人
委

託
)

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

再
資

源
化

(
指

定
法

人
委

託
)

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

(
指

定
法

人
委

託
)

(
売

却
)

古
紙

再
資

源
化

(
売

却
)

古
紙

類

紙
類

(
売

却
)

(
委

託
処

理
)

古
布

再
資

源
化

(
売

却
)

布
類

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

･
金

属
類

･
複

合
素

材
の

も
の

知
立

市
不

燃
物

処
理

場
刈

谷
知

立
環

境
組

合
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー

埋
立

ご
み

知
立

市
不

燃
物

処
理

場

使
用

済
み

乾
電

池
･
ラ

イ
タ

ー
･
蛍

光
管

委
託

(
委

託
処

理
)

6
6

有
害

ご
み

委
託

(
委

託
処

理
)

2
3

有
害

ご
み

委
託

再
資

源
化

破
砕

、
焼

成
(
委

託
)

8
3
有

害
ご

み

粗
大

ご
み

複
合

刈
谷

市
不

燃
物

埋
立

場
刈

谷
知

立
環

境
組

合
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー

1
,
4
8
1

複
合

知
立

市
不

燃
物

処
理

場
刈

谷
知

立
環

境
組

合
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー

1
,
0
7
7

粗
大

ご
み

複
合

破
砕

分
別

ほ
か

刈
谷

知
立

環
境

組
合

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

刈
谷

市
不

燃
物

埋
立

場
知

立
市

不
燃

物
処

理
場

1
,
8
3
5
粗

大
ご

み

※
分

別
区

分
に

つ
い

て
は

、
区

分
さ

れ
た

廃
棄

物
が

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
廃

棄
物

を
指

す
か

別
紙

に
よ

り
説

明

粗
大

ご
み

今
後

（
H
2
8
年

）

処
理

施
設

等

分
別

区
分

処
理

実
績

(
ト

ン
)

分
別

区
分

古
紙

不
燃

ご
み

1
,
9
4
2

不
燃

ご
み

複
合

刈
谷

市
不

燃
物

埋
立

場
刈

谷
知

立
環

境
組

合
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー

複
合

1
,
3
9
3

複
合

知
立

市
刈

谷
市

可
燃

ご
み

焼 却

( 熱 回 収 )

1
3
,
1
7
9

焼 却

( 熱 回 収 )

刈
谷

知
立

環
境

組
合

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

2
9
,
0
1
4

表
３

　
刈

谷
知

立
地

域
各

市
の

家
庭

ご
み

の
分

別
区

分
と

処
理

方
法

の
現

状
と

今
後

リ サ イ ク ル

リ サ イ ク ル

分
別

区
分

資
源

ご
み

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
容

器
包

装
ご

み

燃
や

せ
る

ご
み

処
理

方
法

刈
谷

知
立

環
境

組
合

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

現
状

（
H
2
1
年

）

不
燃

ご
み

1
4
,
6
5
8

刈
谷

知
立

環
境

組
合

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

刈
谷

市
不

燃
物

埋
立

場
知

立
市

不
燃

物
処

理
場

刈
谷

市
不

燃
物

埋
立

場
知

立
市

不
燃

物
処

理
場

破
砕

分
別

ほ
か

古
布

5
,
2
3
3

7
6
6

5
6
8

不
燃

物

リ サ イ ク ル



13 

分
別

区
分

廃
棄

物
の

種
類

廃
棄

物
の

種
類

燃
や

せ
る

ご
み

生
ご

み
(
料

理
く

ず
)
、

紙
く

ず
、

紙
お

む
つ

、
貝

殻
、

剪
定

枝
、

落
ち

葉
、

草
、

切
り

花
、

靴
な

ど
の

履
き

物
、

鞄
な

ど
の

革
製

品
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
容

器
包

装
･
紙

製
容

器
包

装
の

う
ち

汚
れ

が
付

着
し

て
い

る
も

の
、

指
定

袋
に

入
る

程
度

の
大

き
さ

の
布

団
･
毛

布
　

な
ど

生
ご

み
、

紙
お

む
つ

、
保

冷
剤

、
使

い
捨

て
カ

イ
ロ

、
リ

サ
イ

ク
ル

で
き

な
い

衣
料

、
綿

類
、

皮
革

製
品

、
ゴ

ム
製

品
、

汚
れ

た
衣

類
、

汚
れ

た
カ

ー
テ

ン
、

汚
れ

た
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
、

汚
れ

た
紙

製
品

、
汚

れ
た

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

容
器

包
装

ご
み

、
草

花
、

落
ち

葉
、

枝
木

　
な

ど

可
燃

ご
み

生
ご

み
、

紙
お

む
つ

、
剪

定
枝

、
草

花
、

皮
革

製
品

、
ゴ

ム
製

品
、

汚
れ

た
衣

料
･
布

類
、

汚
れ

た
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

容
器

包
装

･
紙

製
容

器
包

装
、

硬
質

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
品

　
な

ど

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
容

器
包

装
ポ

リ
袋

、
ラ

ッ
プ

、
ト

レ
イ

、
パ

ッ
ク

、
カ

ッ
プ

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

ボ
ト

ル
、

そ
の

他
(
ネ

ッ
ト

、
発

泡
ス

チ
ロ

ー
ル

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

の
ふ

た
な

ど
)

ビ
ニ

ー
ル

袋
、

包
装

フ
ィ

ル
ム

、
レ

ジ
袋

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

ボ
ト

ル
、

容
器

、
ト

レ
イ

、
プ

ラ
製

キ
ャ

ッ
プ

、
発

泡
ス

チ
ロ

ー
ル

類
、

プ
ラ

製
ネ

ッ
ト

　
な

ど

ビ
ニ

ー
ル

袋
、

包
装

フ
ィ

ル
ム

、
ラ

ッ
プ

、
ト

レ
イ

、
パ

ッ
ク

、
カ

ッ
プ

、
ボ

ト
ル

、
キ

ャ
ッ

プ
･
ふ

た
、

ネ
ッ

ト
、

発
泡

ス
チ

ロ
ー

ル
　

な
ど

紙
製

容
器

包
装

紙
箱

類
、

台
紙

類
、

紙
筒

･
カ

ッ
プ

類
、

紙
袋

類
、

包
装

紙
類

、
フ

タ
類

衣
類

、
カ

ー
テ

ン
、

毛
布

、
タ

オ
ル

、
布

団
カ

バ
ー

　
な

ど
紙

製
容

器
包

装
（

刈
谷

市
）

紙
箱

類
、

台
紙

類
、

紙
筒

･
カ

ッ
プ

類
、

紙
袋

類
、

包
装

紙
類

、
フ

タ
類

空
き

ビ
ン

ガ
ラ

ス
び

ん
(
清

涼
飲

料
水

、
酒

類
、

調
味

料
、

化
粧

品
な

ど
)

飲
料

用
ガ

ラ
ス

び
ん

４
色

(
白

、
黒

、
茶

、
青

･
緑

)
で

分
別

ガ
ラ

ス
び

ん
飲

料
用

ガ
ラ

ス
び

ん
(
４

色
[
白

、
黒

、
茶

、
青

･
緑

]
で

分
別

)

ア
ル

ミ
缶

飲
料

用
ア

ル
ミ

缶
ア

ル
ミ

缶
ア

ル
ミ

缶
ア

ル
ミ

缶
飲

料
用

ア
ル

ミ
缶

空
き

缶
金

属
類

ス
チ

ー
ル

(
金

属
)
缶

、
な

べ
･
や

か
ん

類
(
ア

ル
ミ

製
な

ど
含

む
)
、

缶
詰

類
の

缶
、

針
金

類
(
針

金
ハ

ン
ガ

ー
含

む
)
、

お
菓

子
の

缶
、

は
さ

み
、

刃
物

類
、

エ
ア

ゾ
ー

ル
缶

、
そ

の
他

の
金

属
類

ス
チ

ー
ル

缶
ス

チ
ー

ル
缶

ス
チ

ー
ル

(
金

属
)
缶

、
な

べ
･
や

か
ん

類
(
ア

ル
ミ

製
な

ど
含

む
)
、

缶
詰

類
の

缶
、

針
金

類
(
針

金
ハ

ン
ガ

ー
含

む
)
、

お
菓

子
の

缶
、

は
さ

み
、

刃
物

類
、

エ
ア

ゾ
ー

ル
缶

、
そ

の
他

の
金

属
類

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

(
飲

料
用

、
酒

類
用

、
し

ょ
う

ゆ
用

)
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
(
飲

料
用

、
酒

類
用

、
し

ょ
う

ゆ
用

)

（
刈

谷
市

）
新

聞
(
チ

ラ
シ

含
む

)
、

雑
誌

、
段

ボ
ー

ル

（
知

立
市

）
新

聞
(
チ

ラ
シ

含
む

)
、

雑
誌

、
段

ボ
ー

ル
、

雑
紙

不
燃

ご
み

割
れ

た
び

ん
･
コ

ッ
プ

な
ど

の
ガ

ラ
ス

製
品

、
電

球
、

割
れ

た
蛍

光
管

、
茶

碗
、

陶
器

類
、

ホ
ー

ロ
ー

製
品

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

品
、

小
型

家
電

製
品

、
素

材
が

複
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複
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(3) 処理施設の整備 

  ア 廃棄物処理施設 

上記(2)の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表４のとおり必要な施設整備を行う。 

 

表４ 整備する処理施設 

事業番号 整備施設種類 事 業 名 処理能力 設置予定地 事業期間 

１ 

マテリアルリサイクル

推進施設 

（ストックヤード） 

ストックヤード整備事業 270m2 

刈谷市半城土町

東田 46番地 

(市有地) 

H24～H25 

（整備理由） 

  事業番号１ 資源物の再生利用促進 

 

  イ 合併処理浄化槽の整備 

    合併処理浄化槽の整備については、表５のとおり行う。 

 

表５ 合併処理浄化槽への移行計画 

事   業 
直近の整備済 

基数(基) 
(平成 21 年度) 

整備計画 
基数(基) 

整備計画 
人口(人) 

事業期間 

２ 
浄化槽設置整備事業(刈谷市) 49  300  1,950  H23～H27 

浄化槽設置整備事業(知立市) 107  144  825  H23～H27 

合   計 156  444  2,775   

 

 

 (4) 施設整備に関する計画支援事業 

  (3)の施設整備に先立ち、表６のとおり計画支援事業を行う。 

 

表６ 実施する計画支援事業 

事業番号 事 業 名 事 業 内 容 事業期間 

３１ 
ストックヤード整備事業(事業番号１)

に係る実施設計等調査事業 

実施設計等 

廃焼却炉解体撤去設計等 

廃焼却炉解体前ダイオキシン類調査 

H23 
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(5) その他の施策 

刈谷知立地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく。 

 

 ア 再生利用品の需要拡大事業 

   現在、クリーンセンターでは焼却灰を溶融処理し、資源として利用が可能なメタル･スラ

グ化を行っている。 

溶融メタルについては既に全量が再生利用されているが、溶融スラグについてもコンクリ

ート二次製品、土木事業への利用拡大を図り、全量資源化の実現を目指す。 

また、刈谷市では有機性廃棄物のリサイクルを進めるため、公園や街路等の公共用地から

発生する剪定枝の堆肥化などを試行し、事業化可能な部分から有機性廃棄物の資源化を図っ

ている。 

 

 イ 廃家電等のリサイクルに関する普及啓発 

   特定家庭用機器再商品化法及び資源有効利用促進法に基づく適切な回収、再商品化がなさ

れるよう、関連団体や小売店、リサイクルショップ等と協力して普及啓発を実施する。 

 

 ウ 不法投棄対策 

   市民の協力のもと、警察･関係機関･団体等とも連携を図りながら、パトロールや監視を実

施するなど、監視･指導体制の強化を行い、不法投棄防止を図る。 

 

 エ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

愛知県内の全ての市町村及び一部事務組合において「一般廃棄物処理に係る災害相互応援

に関する協定書」(平成 8 年 3 月 12 日)を締結、構成市では、安城市、碧南市及び高浜市と

の間で「衣浦東部広域行政圏災害時相互応援協定」(平成 12年 1月 17 日)を締結、また、刈

谷市及び刈谷知立環境組合においては、三河知多清掃施設連絡協議会の会員との間に「し尿

及びごみ処理相互援助に関する協定」(平成 7 年 11月 15日)を締結しており、災害時の廃棄

物処理業務について相互応援体制を取っている。 

また、構成市の地域防災計画により、災害時は収集運搬器材、仮置場及び処分場を確保す

るとともに、県及び周辺市町村と密接な連絡の下に処理体制を確立し、廃棄物の適正な処理

を図る。 

※ 仮置場 …刈谷市地震災害廃棄物処理計画（平成 21年 3月） 

   知立市災害廃棄物処理計画（平成 19年 3月）  による。 

※ 最終処分場 …刈谷市不燃物埋立場及び知立市不燃物処理場とする。 
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４ 計画のフォローアップと事後評価 

 

(1) 計画のフォローアップ 

刈谷市、知立市及び刈谷知立環境組合は、毎年計画の進捗状況を把握し、その結果を公表

するとともに、必要に応じて愛知県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、

計画の見直しを行う。 

 

(2) 事後評価及び計画の見直し 

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計

画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。 

また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとする。 

なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものと

する。 
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17
.2

13
,3

64
16

.7
13

,6
24

16
.9

13
,9

10
17

.3
12

,2
95

15
.6

6,
93

5
9.

3
3,

75
8

5.
3

３

形
式

及
び

処
理

方
式

補
助

の
有

無
開

始
年

月
処

理
能

力
(単

位
)

全
連

続
燃

焼
式

焼
却

炉
(ス

ト
ー

カ
炉

)
電

気
式

灰
溶

融
炉

有
H2

1.
4

継
続

全
連

続
燃

焼
式

焼
却

炉
(ス

ト
ー

カ
炉

)
有

S6
1.

4

破
砕

･選
別

施
設

併
用

方
式

有
S6

1.
4

継
続

マ
テ

リ
ア

ル
リ

サ
イ

ク
ル

推
進

施
設

（
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

）
27

0m
2

最
終

処
分

場
準

好
気

性
埋

立
構

造
有

H 
9.

4
継

続

最
終

処
分

場
準

好
気

性
埋

立
構

造
有

S6
2.

4
継

続

し
尿

･
浄

化
槽

汚
泥

高
度

処
理

施
設

膜
分
離
高
負
荷
脱
窒
素
処
理
方
式

無
H1

6.
3

継
続

し
尿

･
浄

化
槽

汚
泥

高
度

処
理

施
設

標
準

脱
窒

素
処

理
＋

高
度

処
理

方
式

有
S4

0.
3

継
続

24
0ト

ン
/日

H2
1.

3

刈
谷

市
10

0k
L/

日
-

知
立

市
46

,5
53

m3
-

※
　

別
添

資
料

と
し

て
指

標
と

人
口

等
の

要
因

に
関

す
る

ト
レ

ン
ド

グ
ラ

フ
を

添
付

。
（

別
紙

参
考

を
参

照
）

一
般

廃
棄

物
処

理
施

設
の

現
況

と
更

新
、

廃
止

、
新

設
の

予
定

87
,0

00
m3

-

刈
谷

知
立

環
境

組
合

29
1ト

ン
/日

30
ト

ン
/日

※
　

計
画

地
域

内
の

施
設

の
状

況
（

現
況

、
予

定
）

を
地

図
上

に
示

し
た

も
の

を
添

付
。

③
設

立
さ

れ
て

い
な

い
場

合
、

今
後

の
見

通
し

：
－

知
立

市
･豊

田
市

35
0k

L/
日

-

刈
谷

市

更
新

、
廃

止
予

定
年

月
更

新
、

廃
止

理
由

型
式

及
び

処
理

方
式

老
朽

化

- -

再
生

利
用

量

熱
回

収
量

（
年

間
の

発
電

電
力

量
　

MW
h）

施
設

種
別

事
業

主
体

現
有

施
設

の
内

容

処
理

能
力

(単
位

)

減
量

化
量

（
中

間
処

理
前

後
の

差
　

ト
ン

）

平
成

17
年

度
平

成
18

年
度

（
人

）

　
う

ち
焼

却
量

［
破

砕
可

燃
物

含
む

］
（

ト
ン

）

総
排

出
量

（
ト

ン
）

１
事

業
所

あ
た

り
の

排
出

量
（

kg
/事

業
所

）

総
排

出
量

（
ト

ン
）

　
う

ち
焼

却
量

（
kg

/事
業

所
）

備
 考

施
設

竣
工

予
定

年
月

更
新

、
廃

止
、

新
設

の
内

容

総
資

源
化

量
（

ト
ン

）循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

事
業

実
施

計
画

総
括

表
１

（
平

成
２

２
年

度
）

昭
和

41
年

10
月

6日

埋
立

最
終

処
分

量
（

ト
ン

）

直
接

資
源

化
量

（
ト

ン
）

地
域

の
概

要

平
成

20
年

度
平

成
21

年
度

目
　

標

刈
谷

市
、

知
立

市

(6
)構

成
市

町
村

に
一

部
事

務
組

合
が

含
ま

れ
る

場
合

、
当

該
組

合
の

状
況

②
設

立
（

予
定

）
年

月
日

：
　

設
立

　
、

　
認

可
予

定

様
式

１

過
去

の
状

況
･現

状
（

排
出

量
に

対
す

る
割

合
）

66
.7

9
(3

)地
域

面
積

21
5,

22
9

(2
)地

域
内

人
口

刈
谷

知
立

地
域

刈
谷

知
立

環
境

組
合

、
刈

谷
市

、
知

立
市

(5
)地

域
の

要
件

　
人

口
　

面
積

　
沖

縄
　

離
島

　
奄

美
　

豪
雪

　
山

村
　

半
島

　
過

疎
　

そ
の

他

１
人

当
た

り
の

合
計

排
出

量
（

kg
/人

）

　
う

ち
焼

却
量

［
破

砕
可

燃
物

含
む

］
（

kg
/人

）

１
人

当
た

り
の

排
出

量
（

kg
/人

）

事
業

系
家

庭
系

排
出

量
合

計
（

ト
ン

）

　
う

ち
焼

却
量

（
kg

/人
）

一
般

廃
棄

物
の

減
量

化
、

再
生

利
用

の
現

状
と

目
標

指
標

･単
位

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

年

　
う

ち
焼

却
量

（
ト

ン
）

　
う

ち
焼

却
量

（
ト

ン
）

平
成

19
年

度
平

成
16

年
度

平
成

28
年

度

排
出

量

（
所

）

熱
回

収
施

設
刈

谷
知

立
環

境
組

合

資
源

物
の

再
生

利
用

促
進

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド
H2

6.
3

刈
谷

知
立

環
境

組
合

30
ト

ン
/5

h

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

(H
21

比
 　

  
)

(H
21

比
　

  
 )

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

(H
21

比
　

  
 )

(H
21

比
 　

  
)

(H
21

比
　

  
 )

(H
21

比
　

  
 )

(H
21

比
　

  
 )

(H
21

比
 　

  
)

(H
21

比
　

  
 )

(H
21

比
　

  
 )

(H
21

比
　

  
 )

(H
21

比
　

  
 )

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

( 
  

  
)

(H
21

 比
　

  
)

(H
21

比
　

  
 )
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様
式
１
　
添
付
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
（事

業
所
数
）

5
,3
7
7
5
,4
3
7
5
,4
9
6
5
,4
9
7
5
,4
9
7
5
,4
9
8
5
,4
9
8
5
,4
9
8
5
,4
9
8
5
,4
9
9
5
,4
9
9
5
,4
9
9
5
,4
9
9

2
,3
5
9
2
,3
4
6
2
,3
3
3
2
,3
2
6
2
,3
1
9
2
,3
1
2
2
,3
0
5
2
,2
9
8
2
,2
9
1
2
,2
8
4
2
,2
7
7
2
,2
7
0
2
,2
6
3

0

1,
00
0

2,
00
0

3,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

6,
00
0

7,
00
0

8,
00
0

9,
00
0

10
,0
00

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

28

年
度
[平

成
]

事業所数（所）

刈
谷
市

知
立
市

実
績
←
　
　
→
予
測

様
式
１
　
添
付
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
（人

口
）

1
4
1
,2
7
7

1
4
4
,8
2
8

1
4
9
,5
7
1

1
5
2
,4
1
6

6
7
,6
5
5

6
9
,6
9
9

6
8
,7
9
7

6
9
,6
7
7

1
5
4
,0
9
5

1
5
3
,3
6
4

1
5
1
,4
6
8

1
5
0
,5
1
9

1
4
8
,6
2
3

1
4
5
,2
4
5

1
4
4
,4
5
7

1
4
2
,6
2
0

1
3
9
,9
9
4

7
0
,1
5
5

6
9
,9
7
1

6
9
,3
8
4

6
9
,0
9
0

6
8
,5
0
3

6
9
,3
8
2

6
9
,5
5
3

6
8
,6
0
6

6
6
,6
9
3

0

50
,0
00

10
0,
00
0

15
0,
00
0

20
0,
00
0

25
0,
00
0

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

28

年
度
[平

成
]

人口（人）
刈
谷
市

知
立
市

実
績
←
　
　
→
予
測
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様
式
１
　
添
付
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
（家

庭
系
ご
み
排
出
量
･原

単
位
）

5
3
,4
4
3

5
3
,8
3
5

5
4
,1
6
2

5
4
,4
6
2

5
4
,8
0
5

5
4
,9
7
7

5
3
,9
7
6

5
5
,6
1
4

5
6
,1
8
2

5
7
,2
0
7

5
7
,6
1
6

5
7
,0
3
9

5
4
,6
3
2

1
7
3
.0

1
7
7
.3

1
8
1
.7

1
8
6
.1

1
9
3
.2

2
0
0
.3

2
0
7
.4

2
1
8
.1

2
2
8
.3

2
3
0
.2

2
3
8
.4

2
4
3
.2

2
4
4
.8

0

10
,0
00

20
,0
00

30
,0
00

40
,0
00

50
,0
00

60
,0
00

70
,0
00

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

28

年
度
[平

成
]

排出量（トン）

0.
0

50
.0

10
0.
0

15
0.
0

20
0.
0

25
0.
0

30
0.
0

35
0.
0

１人当たりの排出量（原単位）（kg/人）

家
庭
系
ご
み
総
排
出
量

家
庭
系
ご
み
１
人
当
た
り
の
排
出
量
(原

単
位
)

実
績
←
　
　
→
予
測



22 

様
式
１
　
添
付
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
（事

業
系
ご
み
排
出
量
･原

単
位
）

1
6
,9
1
3

1
7
,3
5
1

1
7
,7
9
0

1
8
,2
2
8

1
8
,9
5
0

1
9
,6
7
0

2
0
,3
9
4

2
0
,4
5
3

2
3
,1
6
4

2
4
,0
2
2

2
3
,2
1
9

2
2
,2
1
8

2
2
,0
4
2

2
,1
7
8
.9

2
,2
3
3
.4

2
,2
8
7
.8

2
,3
4
2
.0

2
,4
3
2
.9

2
,5
2
3
.1

2
,6
1
3
.6

2
,6
1
8
.8

2
,9
6
3
.7

3
,0
7
0
.7

2
,9
6
5
.8

2
,8
5
4
.7

2
,8
4
9
.3

0

5,
00
0

10
,0
00

15
,0
00

20
,0
00

25
,0
00

30
,0
00

35
,0
00

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

28

年
度
[平

成
]

排出量（トン）

0.
0

50
0.
0

1,
00
0.
0

1,
50
0.
0

2,
00
0.
0

2,
50
0.
0

3,
00
0.
0

3,
50
0.
0

１事業所当たりの排出量（原単位）（kg/人）

事
業
系
ご
み
総
排
出
量

事
業
系
ご
み
１
事
業
所
当
た
り
の
排
出
量
(原

単
位
)

実
績
←
　
　
→
予
測
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様
式
１
　
添
付
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
（事

業
系
家
庭
系
ご
み
排
出
量
合
計
･原

単
位
）

7
0
,3
5
6

7
1
,1
8
6

7
1
,9
5
2

7
2
,6
9
0

7
3
,5
8
2

7
4
,4
7
5

7
5
,3
7
1

7
4
,4
2
9

7
8
,7
7
8

8
0
,2
0
4

8
0
,4
2
6

7
9
,8
3
4

7
9
,0
8
1

2
4
8
.4

2
5
5
.0

2
6
1
.8

2
6
8
.6

2
7
9
.5

2
9
0
.4

3
0
1
.4

3
1
3
.4

3
3
6
.3

3
4
2
.5

3
4
8
.3

3
4
9
.5

3
5
1
.5

0

10
,0
00

20
,0
00

30
,0
00

40
,0
00

50
,0
00

60
,0
00

70
,0
00

80
,0
00

90
,0
00

10
0,
00
0

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

28

年
度
[平

成
]

排出量（トン）

0.
0

50
.0

10
0.
0

15
0.
0

20
0.
0

25
0.
0

30
0.
0

35
0.
0

40
0.
0

45
0.
0

50
0.
0

１人当たりの排出量（原単位）（kg/人）

事
業
系
家
庭
系
排
出
量
合
計

１
人
当
た
り
の
排
出
量
合
計

実
績
←
　
　
→
予
測
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様
式
１
　
添
付
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
（再

生
利
用
量
、
中
間
処
理
量
、
中
間
処
理
に
よ
る
減
量
化
量
、
最
終
処
分
量
、
熱
回
収
量
）

1
4
,6
5
8

2
4
,5
6
1

4
7
,2
8
4

3
,7
5
8

7
,1
7
5

1
4
,2
2
9

1
3
,8
0
6

1
3
,3
6
4

1
2
,2
1
2

1
1
,0
6
6

9
,9
4
0

6
,6
3
0

6
,9
1
3

6
,8
4
6

6
,8
0
7

6
,4
3
9

1
3
,8
0
8

1
1
,1
5
6

2
4
,1
9
8

2
2
,0
8
1

2
1
,6
1
6

2
0
,1
7
5

1
8
,7
3
6

1
7
,3
2
0

1
0
,2
6
4

1
1
,0
0
6

1
1
,2
1
7

1
1
,1
5
7

5
7
,9
6
5

5
8
,6
3
8

5
8
,8
2
5

5
8
,4
1
1

5
8
,8
2
6

5
7
,1
4
7

5
5
,6
3
5

5
3
,9
0
9

5
2
,1
6
3

5
0
,4
1
0

4
9
,3
9
6

4
8
,3
6
5

3
,8
4
0

5
,6
6
0

5
,8
1
9

6
,0
9
0

6
,3
6
5

6
,6
2
7

6
,9
3
5

1
2
,2
9
5

1
3
,9
1
0

1
3
,6
2
4

1
3
,3
6
4

1
3
,6
3
5

0
0

0
0

0

2
1
,6
1
5

2
6
,0
5
7

2
5
,4
3
3

2
4
,6
4
4

2
3
,8
4
6

2
3
,0
4
5

2
2
,5
8
1

2
2
,1
1
0

0

10
,0
00

20
,0
00

30
,0
00

40
,0
00

50
,0
00

60
,0
00

70
,0
00

16
17

18
19

20
21

22
23

24
25

26
27

28

年
度
[平

成
]

量（トン）

05,
00
0

10
,0
00

15
,0
00

20
,0
00

25
,0
00

30
,0
00

35
,0
00

熱回収量（MWh）

直
接
資
源
化
量

総
資
源
化
量

減
量
化
量

埋
立
最
終
処
分
量

熱
回
収
量

実
績
←
　
　
→
予
測



25 

様
式
１
　
添
付
ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
（生

活
排
水
処
理
）

2
0
6
,6
8
7

2
0
8
,9
3
2

2
1
1
,2
2
6

2
1
4
,0
1
0

2
1
4
,5
2
7
2
1
4
,6
2
7

2
1
7
,1
2
6

2
1
8
,3
6
8

2
1
9
,6
0
9

2
2
0
,8
5
2

2
2
2
,0
9
3

2
2
3
,3
3
5

2
2
4
,2
5
0

1
0
0
,6
8
6

1
0
6
,7
7
6

1
1
1
,8
8
5

1
1
7
,6
8
8

1
2
3
,4
7
5
1
3
0
,4
2
6

1
3
5
,4
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【参考資料様式１】 

施設概要（リサイクル施設系） 

都道府県名 愛知県 

 

(1) 事業主体名  刈谷知立環境組合 

(2) 施設名称  ストックヤード（仮称） 

(3) 工期  平成 24 年度 ～ 平成 25 年度 

(4) 施設規模  270m2  

(5) 形式及び処理方式  ストックヤード 

(6) 地域計画内の役割  資源物の保管による再資源化促進 

(7) 廃焼却施設解体 

工事の有無 

 有   無 

 

「ストックヤード」を整備する場合 

(8) ストック対象物  不燃ごみ(硬質プラスチック類)、金属類、自転車、家具等 

 

(9) 事業計画額 総事業費 625,220 千円（内、交付対象事業費 514,567 千円） 
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【参考資料様式５】 

施設概要（浄化槽系） 

都道府県名 愛知県 

 

(1) 事業主体名 刈谷市 

(2) 事業名称 浄化槽設置整備事業 

(3) 事業の実施目的及び内容 
目的：公共用水域の水質汚濁防止 

内容：浄化槽（BOD 除去率 90％以上、放流水 BOD 20mg/ℓ以下） 

(4) 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

(5) 事業対象地域の要件 

下水道法第４条第１項の認可を受けた事業計画に定められた

予定処理区域以外の地域のうち、水質汚濁の著しい閉鎖性水域

の流域 

(6) 事業計画額 

交付対象事業費  104,630 千円 

うち （以下の事業を実施する場合） 

・低炭素社会対応型浄化槽整備推進事業に係る事業費 0 千円 

・浄化槽整備区域促進特別モデル事業に係る事業費  0 千円 

 

 

○ 事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模 

 【浄化槽設置整備事業の場合】 

区分 
交付対象基数 

（1,950 人分） 

うち 

単独撤去 
基準額 

対象経費 

支出予定額 

交付対象 

事業費 

     5 人槽 105 基（ 525 人分） 基 34,860,000 32,550,000 32,550,000 

 6～ 7 人槽 175 基（1,225 人分） 基  72,450,000 63,000,000 63,000,000 

 8～10 人槽 20 基（ 200 人分） 基  10,960,000 9,080,000 9,080,000 

11～20 人槽 基（   人分） 基     

21～30 人槽 基（   人分） 基     

31～50 人槽 基（   人分） 基     

51 人槽以上 基（   人分） 基     

改  築 基      

計画策定調査費      

合  計 
300 基（1,950 人分） 

改築を除く  
基 118,270,000 104,630,000 104,630,000 
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 【浄化槽市町村整備推進事業の場合】 

区分 
交付対象基数 

（     人分） 

うち 

単独撤去 
基準額 

対象経費 

支出予定額 

交付対象 

事業費 

     5 人槽 基（   人分） 基    

 6～ 7 人槽 基（   人分） 基     

 8～10 人槽 基（   人分） 基     

11～15 人槽 基（   人分） 基     

16～20 人槽 基（   人分） 基     

21～25 人槽 基（   人分） 基     

26～30 人槽 基（   人分） 基     

31～40 人槽 基（   人分） 基     

41～50 人槽 基（   人分） 基     

51 人槽以上 基（   人分） 基     

事務費等 必要に応じて区分名を修正して記載     

合  計 基（   人分） 基    

 

 

○ 事業対象地域が「経済的･効率的である地域」の場合の経済性･効率性の比較 

  （複数の地区が該当する場合は、当該地区ごとに下表を添付すること） 

市町村総人口           市町村世帯数          

対象地域人口           対象地域世帯数         

 
総建設費 

１年当たり 

建設費 

１年当たり 

維持管理費 

１年当たり 

コスト 

集合処理で整備した場合     

個別処理で処理した場合     

施設比較検討の積算内容資料を添付（様式は自由） 
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【参考資料様式５】 

施設概要（浄化槽系） 

都道府県名 愛知県 

 

(1) 事業主体名 知立市 

(2) 事業名称 浄化槽設置整備事業 

(3) 事業の実施目的及び内容 

生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、生活環境の保

全を図るため、主に住宅の用に供する建物に 10 人槽以下の浄

化槽を設置するものに対し、補助金を交付する。 

(4) 事業期間 平成 23 年度～平成 27 年度 

(5) 事業対象地域の要件 

浄化槽設置整備事業実施要綱第３（１）ア（キ）その他人口増

加の著しい地域と同等以上に雑排水対策を推進する必要があ

ると認められる地域 

(6) 事業計画額 

交付対象事業費  40,184 千円 

うち （以下の事業を実施する場合） 

・低炭素社会対応型浄化槽整備推進事業に係る事業費 0 千円 

・浄化槽整備区域促進特別モデル事業に係る事業費  0 千円 

 

 

○ 事業計画額の内訳及び浄化槽の整備規模 

 【浄化槽設置整備事業の場合】 

区分 
交付対象基数 

（825 人分） 

うち 

単独撤去 
基準額 

対象経費 

支出予定額 

交付対象 

事業費 

     5 人槽 99 基（  495 人分） 基 32,868,000 29,038,000 25,838,000 

 6～ 7 人槽 40 基（  280 人分） 基  16,560,000 13,112,000 12,006,000 

 8～10 人槽 5 基（  50 人分） 基  2,740,000 3,009,000 2,340,000 

11～20 人槽 基（   人分） 基     

21～30 人槽 基（   人分） 基     

31～50 人槽 基（   人分） 基     

51 人槽以上 基（   人分） 基     

改  築 基      

計画策定調査費      

合  計 
144 基（825 人分） 

改築を除く  
基 52,168,000 45,159,000 40,184,000 
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 【浄化槽市町村整備推進事業の場合】 

区分 
交付対象基数 

（     人分） 

うち 

単独撤去 
基準額 

対象経費 

支出予定額 

交付対象 

事業費 

     5 人槽 基（   人分） 基    

 6～ 7 人槽 基（   人分） 基     

 8～10 人槽 基（   人分） 基     

11～15 人槽 基（   人分） 基     

16～20 人槽 基（   人分） 基     

21～25 人槽 基（   人分） 基     

26～30 人槽 基（   人分） 基     

31～40 人槽 基（   人分） 基     

41～50 人槽 基（   人分） 基     

51 人槽以上 基（   人分） 基     

事務費等 必要に応じて区分名を修正して記載     

合  計 基（   人分） 基    

 

 

○ 事業対象地域が「経済的･効率的である地域」の場合の経済性･効率性の比較 

  （複数の地区が該当する場合は、当該地区ごとに下表を添付すること） 

市町村総人口           市町村世帯数          

対象地域人口           対象地域世帯数         

 
総建設費 

１年当たり 

建設費 

１年当たり 

維持管理費 

１年当たり 

コスト 

集合処理で整備した場合     

個別処理で処理した場合     

施設比較検討の積算内容資料を添付（様式は自由） 
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【参考資料様式６】 

計 画 支 援 概 要 

都道府県名 愛知県 

 

(1) 事業主体名 

  

 刈谷知立環境組合 

  

(2) 事業目的 
ストックヤード施設整

備のため 

  

(3) 事業名称 

ストックヤード整備事

業に係る実施設計等調

査事業 

  

(4) 事業期間 平成 23 年度   

(5) 事業概要 

資源物の再資源化に資

するためのストックヤ

ードを整備するにあた

り、その実施設計等の調

査を行う。 

また、用地確保のために

廃焼却炉の解体が必要

であるが、そのダイオキ

シン類調査及び解体撤

去設計を行う。 

  

  

(6) 事業計画額 

 

11,760 千円 

 

  

 

 


